
町の人口

●１階ロビー

美術コーナー①	 ４月２日から６月１日まで

写真「湖畔に映る鳥海山」「新緑」
  鈴木敏雄さん（畔藤）

美術コーナー②	 ３月に引き続き５月８日まで

「きずな会作品展」
  脳卒中のリハビリに努力している皆さんと
  ボランティアのかたの手づくり作品を展示します。

●１階フロアー	 ４月２日から６月１日まで

書　伊藤和子さん（荒砥甲）の書です。

7,14,21,28

人口	 16,382人（－８）
　男	 	 7,996人（＋１）
　女	 	 8,386人（－９）
世帯	 	 4,728戸（－５）
　（　）は前月との比較

３月１日現在

４月の業務時間延長日
4

3 21 MAR
2 0 0 8
NO.989

●鮎貝地区公民館ギャラリー
（開催日：月〜土曜日）
﹁太平洋戦争・昭和史の展示﹂
資料所有  渡辺与四郎さん（鮎貝）
（３月31日まで）
﹁深山の匠作品展﹂
深山地区の匠たちがつくったつる・
わら細工などを展示します
（４月１日から30日まで）

▲「湖畔に映る鳥海山」

ギャラリーあんない

▲きずな会の作品　

平成20年度展示作品の募集

中央公民館では、美術コーナーや文化実習室などに作品を展示していただけるかたを募集しています。個人でも
グループでもどなたでも結構です。展示してみたいと思うかたは、ぜひ一度ご連絡ください。たくさんのお申し込
みをお待ちしています。
◆申込・問い合わせ  中央公民館（☎85–6143）

皆さんの作品を展示・発表してみませんか？



▼
い
つ

４
月
６
日
（
日
）

	

午
前
９
時
〜

▼
ど
こ
で

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
会
費

２
０
０
０
円
（
参
加
費
・

昼
食
・
記
念
句
集
）

▼
課
題

二
句
詠

二
人
選

▼
宿
題
「
黒
」「
単
純
」「
灯
す
」「
自
由

吟
」

▼
席
題

当
日
発
表

一
句
詠

二

人
選

▼
賞

県
川
柳
連
盟
賞
ほ
か
20
位
ま

で
。
ほ
か
三
才
賞
。

▼
主
催

白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会

■
問
い
合
わ
せ

事
務
局
／
高
橋

（
☎
85―

５
１
６
５
）

よ
り
美
し
く
紅
花
を
咲
か
せ
る
方

法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
い
つ

３
月
27
日
（
木
）

	

午
後
３
時
〜

▼
ど
こ
で

白
鷹
町
商
工
会
館
会
議

室▼
内
容

紅
花
を
美
し
く
、
高
品
質

に
栽
培
す
る
基
本
、
そ
し
て
販
売
へ

▼
講
師

山
形
中
央
園
芸
地
方
卸
売

市
場

切
花
営
業
部
長

安
部
英
則

さ
ん
（
高
岡
在
住
）

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
花
咲

か
緑
育
て
隊
／
代
表
高
野
（
☎
85―

３
５
４
５
）

最
近
、
健
康
食
と
し
て
雑
穀
が
見

直
さ
れ
、
消
費
者
は
農
薬
・
除
草
剤

・
化
学
肥
料
に
汚
染
さ
れ
て
い
な
い

希
少
な
有
機
雑
穀
の
生
産
体
制
を
望

ん
で
い
ま
す
。
雑
穀
の
効
能
や
食
べ

方
を
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ

３
月
29
日
（
土
）

	

午
前
９
時
30
分
開
場

▼
ど
こ
で

蚕
桑
地
区
公
民
館

▼
内
容

①
午
前
の
部
（
10
時
〜
）

○
講
演
「
あ
な
た
の
健
康
食
は
間
違

っ
て
い
ま
せ
ん
か
」

○
講
師

西
川
栄
郎
さ
ん
（
安
全
な

食
べ
も
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）

②
昼
食
の
部
（
12
時
〜
）

雑
穀
料
理
・
玄
米
食

③
午
後
の
部
（
１
時
30
分
〜
）

○
講
演
「
正
し
く
調
理
、
楽
し
く
食

べ
よ
う

雑
穀
・
玄
米
」

○
講
師

山
本
朝
子
さ
ん
（
料
理
研

究
家
）

■
問
い
合
わ
せ

や
ま
が
た
有
機
雑

穀
推
進
協
議
会
準
備
会
／
関
（
☎
85

―

１
７
８
３
）

白
鷹
町
で
は
、
住
基
カ
ー
ド
の
普

及
の
た
め
、
無
料
で
交
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

▼
期
間

今
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

▼
対
象

初
め
て
住
基
カ
ー
ド
の
交

付
を
申
請
す
る
か
た

【
住
基
カ
ー
ド
に
つ
い
て
】

こ
の
カ
ー
ド
は
、
氏
名
な
ど
が
記

録
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
す
。
顔
写

真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
で
あ
れ
ば
、

公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。
お
住
ま
い
の
市
町
村
で
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
電
子

申
請
に
必
要
と
な
る
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明
書
を
記
録
し

て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
（
発
行
手

数
料
５
０
０
円
が
必
要
）。

※
申
請
の
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
税
務
課
戸
籍

年
金
係
（
☎
85―

６
１
２
９
）

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
の
期
間
の

年
金
記
録
が
抜
け
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
お
手
元
に
特
別
便
が
届
い

て
い
る
か
た
は
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

一
度
役
場
窓
口
ま
た
は
社
会
保
険
事

務
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物

身
分
証
明
書
、
年
金
手

帳
、
ね
ん
き
ん
特
別
便

■
問
い
合
わ
せ

米
沢
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
０
２
３
８―

22―

４
２
２

０
）・町
民
税
務
課
戸
籍
年
金
係
（
☎

85―

６
１
２
９
）

平
成
20
年
度
固
定
資
産
の
評
価
額

な
ど
を
次
の
日
程
で
縦
覧
し
ま
す
。

こ
の
縦
覧
は
、
平
成
20
年
度
の
固

定
資
産
税
を
課
税
す
る
基
礎
と
な
る

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
評
価
額

や
面
積
な
ど
を
確
認
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
の
大
切

な
権
利
の
一
つ
で
す
。

昨
年
中
に
土
地
の
売
買
、
建
物
の

新
築
、
増
改
築
な
ど
で
資
産
の
内
容

が
変
わ
ら
れ
た
か
た
は
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ

４
月
１
日
（
火
）
〜
６
月

２
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
土
、
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

▼
場
所

町
民
税
務
課
内

■
問
い
合
わ
せ

町
民
税
務
課
町
税

係
（
☎
85―

６
１
３
３
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
山
形
支
店
で
は
、

４
月
中
に
、
新
し
い
電
話
帳
（
平
成

20
年
５
月
発
行)

を
各
家
庭
・
事
業

所
へ
お
届
け
し
ま
す
。
そ
の
際
、
現

在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、
新
し
い
電

話
帳
と
取
り
替
え
ま
す
の
で
、
配
達

員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
皆
さ
ま
よ
り
回
収

し
た
古
い
電
話
帳
か
ら
新
し
い
電
話

帳
を
つ
く
る
「
電
話
帳
循
環
型
リ
サ

イ
ク
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
ご
不
在
で
配
達
員
に
古
い

電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、
後

日
あ
ら
た
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
届
け
す
る

電
話
帳
の
変
更
や
配
達
冊
数
の
変
更

に
つ
い
て
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

タ
ウ
ン

ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
（
☎
０
１
２
０―

５

０
６―

３
０
９
）

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
富
山
県
高

波
災
害
に
伴
う
義
援
金
を
受
け
付
け

8 9 10 11 14 15 16 17
火 水 木 金 月 火 水 木
ご
は
ん　
鶏
肉
の
き
じ
焼
き

枝
豆
入
り
ひ
じ
き
煮　
キ
ャ
ベ
ツ
の
み
そ
汁

コ
ッ
ペ
パ
ン　
オ
ム
レ
ツ

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ナ
ポ
リ
タ
ン　
ポ
ト
フ

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム

ご
は
ん　
あ
じ
の
南
蛮
漬

カ
ミ
カ
ミ
サ
ラ
ダ　
豆
腐
の
み
そ
汁

甘
夏
柑

ご
は
ん　
肉
と
野
菜
の
五
目
炒
め

磯
香
和
え　
コ
ー
ン
入
り
た
ま
ご
ス
ー
プ

ご
は
ん　
鶏
肉
の
レ
モ
ン
漬
け

ほ
う
れ
ん
草
と
桜
え
び
の
ご
ま
和
え

な
め
こ
の
み
そ
汁　
お
か
か
ふ
り
か
け

《
入
学
・
進
級
お
祝
い
献
立
》
赤
飯

さ
わ
ら
照
焼　
ひ
や
し
る　
す
ま
し
汁

お
祝
い
デ
ザ
ー
ト

食
パ
ン　
ク
リ
ー
ミ
ー
コ
ー
ン
フ
ラ
イ

グ
リ
ー
ン
サ
ラ
ダ　
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ

い
ち
ご
ジ
ャ
ム

ポ
ー
ク
カ
レ
ー　
味
付
ゆ
で
卵

和
風
サ
ラ
ダ　
無
着
色
国
産
福
神
漬

18 21 22 23 24 25 28 30
金 月 火 水 木 金 月 水
ゆ
か
り
ご
飯　
白
身
魚
の
野
菜
あ
ん
か
け

青
菜
と
切
干
大
根
の
ご
ま
和
え

絹
さ
や
の
み
そ
汁

肉
ど
ん
ぶ
り

野
菜
レ
モ
ン
し
ょ
う
ゆ
和
え

厚
揚
げ
の
み
そ
汁

ご
は
ん　
焼
き
魚

ほ
う
れ
ん
草
の
ミ
モ
ザ
風
ソ
テ
ー

五
目
汁

コ
ッ
ペ
パ
ン　
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク

カ
ラ
フ
ル
サ
ラ
ダ　
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー

（
中
学
校
の
み
ヨ
ー
グ
ル
ト
）

ご
は
ん　
え
び
カ
ツ

小
松
菜
と
油
揚
げ
の
煮
び
た
し

根
菜
の
ご
ま
汁　
納
豆

ご
は
ん　
筑
前
煮

調
理
場
の
さ
っ
ぱ
り
即
席
づ
け

具
だ
く
さ
ん
み
そ
汁　
ミ
ル
メ
ー
ク
い
ち
ご

《
お
花
見
献
立
（
町
の
お
菓
子
屋
さ
ん
）》

桜
ち
ら
し
ご
は
ん　
鶏
肉
の
竜
田
揚
げ

菜
の
花
あ
え　
ま
め
ふ
の
み
そ
汁　
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム

食
パ
ン　
ハ
ン
バ
ー
グ
ス
テ
ー
キ

ヨ
ー
グ
ル
ト
サ
ラ
ダ

野
菜
い
っ
ぱ
い
ス
ー
プ　
大
豆
チ
ョ
コ

☆このほか毎日牛乳１本が付きます。

ちょうりじょうゆうびん
〜おしらせ版〜

　平成 20年度がスタートします。
　子どもたちが元気に学校生活を送れるように、心も身体
も満たされる学校給食を目指して、調理場職員一同心を込
めて給食をお届けしたいと思います。
　白鷹町の学校給食は、平成 14年度より「食の教育年間指
導計画」を作成し、給食を教材とした郷土、地域の伝統食、
行事食といった食文化の継承を大きな柱として取り組んで
います。４月は入学・進級祝い献立「ハレ食」として、赤
飯と置賜地方の冷や汁を予定しています。伝統食文化に触
れながら、楽しい雰囲気の中で食事をとることにより、新
１年生が給食へ無理なく溶け込めるよう手助けしていきま
す。また、地域のお菓子組合店から白鷹町の産物を材料に
したお菓子をつくっていただき、郷土への関心と感謝の気
持ちを育てたいと思っています。

今月のおらほの食材
打ち豆・卵

【４月の学校給食献立表】

身分証明書として利用
でき、運転免許証など
をお持ちでないかたは
便利です。

●
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動	

▼
実
施
期
間 

４
月
6
日
（
日
）
〜
15
日
（
火
）
▼
運
動
の
基
本
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
▼
新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
の
根
絶
は
も
ち
ろ
ん
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
す
る
な
ど
、
運
転
者
も
歩
行
者
も
交
通
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
り
、
子
ど
も
た
ち
と
お
年
寄
り
が
関
係
す
る
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

今
、な
ぜ
雑
穀
か
講
演
会

「
山
形
を
有
機
雑
穀
の
里
に
」

第
23
回
白
鷹
こ
ぶ
し
川
柳
大
会

「
富
山
県
高
波
災
害
義
援
金
」に

ご
協
力
く
だ
さ
い

住
基
カ
ー
ド（
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
）を
無
料
で
取
得
で
き
ま
す

固
定
資
産
の
評
価
額
を
縦
覧

し
ま
す

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」が
届
い
て

い
る
か
た
へ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の
電
話

帳
を
配
達
・
回
収
し
ま
す

紅
花
の
栽
培
研
修
会

お
し
ら
せ

�



て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
災
害
義
援
金
は
、
税
制
上
の

優
遇
措
置
（
所
得
税
及
び
住
民
税
の

寄
付
金
控
除
、
法
人
税
の
全
額
損
金

算
入
）
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間

４
月
30
日（
水
）ま
で

▼
受
付
場
所

日
赤
白
鷹
町
分
区

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ

事
務
局
／
健
康
福

祉
課
福
祉
係
（
☎
86―

０
１
１
１
）

▼
い
つ

５
月
22
日
、
７
月
３
日
、

９
月
４
日
、
11
月
６
日
、
１
月
29
日
、

３
月
５
日
（
各
木
曜
日
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で

長
井
市
西
置
賜
郡
医
師

会
（
☎
88—

２
９
５
８
）

＊
そ
の
ほ
か
、
米
沢
市
で
毎
月
第
２
、

第
３
木
曜
日
に
、
南
陽
市
で
は
偶

数
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

置
賜
地
域
産
業
保

健
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３
８―

23

―

５
５
１
５
）

新
規
就
農
、
新
た
な
作
物
導
入
、

加
工
直
売
に
つ
い
て
実
践
的
に
学
ぶ

研
修
で
す
。

▼
コ
ー
ス

新
規
就
農
実
践
研
修
、

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
研
修

▼
研
修
期
間

約
１
年
間
（
平
成
20

年
４
月
〜
）

▼
募
集
人
員

新
規
就
農
希
望
者
40

人
、
新
事
業
展
開
を
目
指
す
農
業
者

20
人

▼
受
講
料

無
料

▼
研
修
先

農
業
大
学
校
、
農
業
関

係
試
験
研
究
機
関
、
先
進
農
業
経
営

者
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
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立
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業
大

学
校
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修
部
（
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０
２
３
３―
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駐
屯
地
を
一
般
開
放
し
ま
す
。

▼
い
つ

４
月
20
日
（
日
）

	

午
前
８
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で
陸
上
自
衛
隊
神
町
駐
屯
地

▼
内
容

記
念
式
典
、
訓
練
展
示
、

戦
車
等
体
験
搭
乗
、
装
備
品
展
示
、

チ
ビ
ッ
コ
広
場
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

第
６
師
団
司
令
部

広
報
室（
☎
０
２
３
７―

48―

１
１

５
１
内
線
２
５
４
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

www.mod.go.jp/gsdf/neae/6d/

）

▼
応
募
資
格

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
に
関
心
が
あ
る
20
歳
以
上

の
か
た
（
募
集
人
員
１
２
０
人
）

▼
モ
ニ
タ
ー
に
お
願
い
す
る
こ
と

①
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
（
年
２
回
）

②
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
（
別
途

依
頼
す
る
か
た
の
み
）

＊
回
答
協
力
者
、
会
議
出
席
者
に
は
、

別
途
謝
礼
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

▼
委
嘱
期
間

平
成
20
年
６
月
１
日

〜
平
成
21
年
３
月
31
日

▼
締
め
切
り

４
月
４
日
（
金
）

（
当
日
消
印
有
効
）

▼
応
募
方
法

は
が
き
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
、「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
と

明
記
し
、
郵
便
番
号
・
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
応
募
の
動
機
及

び
モ
ニ
タ
ー
会
議
参
加
希
望
の
有
無

を
記
入
し
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
選
考
さ
れ
た
場
合
に
は
、
５
月
末

日
ま
で
に
本
人
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

■
あ
て
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
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８
７
９
５
仙
台
市
青
葉
区
本
町

３―
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０
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・
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０
６
１
３
）

水環境を壊す主な原因は、家庭から出る生活雑排水。そ
の処理対策の方法として注目されているのが浄化槽です。
浄化槽は、雑排水とし尿の汚れを90％除去します。
白鷹町では、全町に下水道を普及するための有効な手法
として、公共下水道と農業集落排水の区域外を対象に、浄
化槽の設置を進めています。また、排水設備の工事（浄化
槽本体を除く）を行うときは、融資のあっ旋と利子補給制
度がありますので、ぜひご利用ください。

浄化槽も設置について補助事業を行っています

　平成20年度補助の申請を受け付けについて
●対象となる浄化槽
　・公共下水道認可区域以外
　・農業集落排水実施区域以外
●補助限度額
	 ５人槽	 375,000円
	 ７人槽	 441,000円
	 10人槽	 588,000円
●申込受付期間
　４月１日（火）〜30日（水）

※補助を希望されるかたは、４月30日（水）まで申請書（建
設水道課に備え付け）を提出してください。

　なお、平成20年度に補助する基数は28基を予定していま
す（申請数が多い場合は抽選になることもあります）。

■申込先・問い合わせ
　建設水道課下水道係（☎85―6138）

図書館だより

■わたしが薦める１冊の本
図書館協議会委員	 江口儀雄

第 �5�回 おはなしの会
４月５日		土曜日		午前 10 時より　場所　図書館

楽しいおはなし会を行います。
みなさんでおいでください。

■４月の休館日　７．14．20．28 日

「上杉家御年譜」全 24巻
鮎貝お役屋将であった本庄家の子孫より寄贈していただい
た「上杉家御年譜」全24巻は、上杉謙信から最後の米沢藩主
茂憲までの公式な記録である。慶長３年（1598）１月10日「旧
領越後國ヲ轉シ	 奥州会津若松城百二十万石ヲ賜フ	 仙道
信夫　米澤庄内附庸ノ地トス」より直江山城守兼続は米沢、
信夫、伊達の30万石の経営に当たった。国境の城を整備し道
路の普請などに追われるなか、慶長５年９月上旬最上との戦
が始まる。

■今月の新刊 ここに掲載しているものは一部です。
町ホームページでも紹介しています。

書　　　名 著者名 出 版 社
犬と私の 10の約束 サイトウアカリ 毎日新聞社
いま伝えたい大切なこと 日野原重明 日本放送出版協会
今森光彦のたのしい切り紙 今森	 光彦 山と渓谷社
うちへかえろう 小川内初枝 小学館
親指の恋人 石田	 衣良 小学館
オリンピック全大会 武田	 	 薫 朝日新聞社
花粉症を軽くする暮らし方 赤城	 智美 コモンズ
からだのしくみ 水野	 嘉夫監 新星出版社
黒川能の里 大石	 芳野 清流出版
こころげそう 畠中	 	 恵 光文社
新世界より上・下 貴志	 祐介 講談社
世界の環境地図 原	 	 	 剛監 青春出版社
そうか、もう君はいないのか 城山	 三郎 新潮社
ダンシング・ヴァニティ 筒井	 康隆 新潮社
光の指で触れよ 池沢	 夏樹 中央公論新社
平成大家族 中島	 京子 集英社
よくわかる接着技術 セメダイン 日本実業出版社
介護をはじめるときに読む本 下	 	 正宗 成美堂出版

水環境の保全のために浄化槽を設置しましょう
—浄化槽設置補助制度のおしらせ—

｝の一般住宅

置
賜
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

「
無
料
メ
ン
タ
ル
・
健
康
相
談
日
」
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ー
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町のホームページ
　http://www.town.shirataka.yamagata.jp



お母さんとお子さんの健康を守るために、
妊婦さん全員に交付しています。
●随時交付しますが、保健師が留守の場合
がありますので事前に電話などでご連絡
ください。
●場所：健康福祉センター

●日程

●会場 健康福祉センター
●内容と受付時間
３カ月児 ･････ 昼 12 時 30 分〜１時
９カ月児 ･････ 午後１時〜１時 20分
３歳児 ･･･････ 昼12時30分〜１時25分

●持ち物
母子健康手帳、バスタオル、問診票（３
カ月・９カ月児は事前に配布、３歳児は
郵送）、３カ月児健診のかたは予防接種予
診票

●注意
＊問診票と母子健康手帳の「保護者の記録」
を必ず記入しておいでください。

＊３歳児健診は郵送する問診票で指定され
た時間においでください。

＊待ち時間を少なくするため受付時間をず
らしていますので、ご協力ください。

＊お子さんが、当日具合が悪かったり、１
週間以内に人にうつる可能性のある病
気（みずぼうそう、インフルエンザ、突
発性発疹、とびひなど）にかかったりし
たときは事前に電話などでご連絡ください。

母子健康手帳交付時、両親学級や赤ちゃ
ん健診などで通訳をお願いすることができ
ます。必要なかたは事前にご連絡ください。

【すこやか子ども何でも相談】
お子さんの健康や育児のことなど、どん
な小さなことでも一人で悩まず、ご相談く
ださい。
【健康相談】
赤ちゃんからお年寄りまで、体や心の健
康に関すること全般
＊保健師、栄養士が相談をお受けします。

（結核･特定健診•肺がん•胃がん•大腸がん•
肝炎ウイルス検診）
		

●受付時間
午前７時 30分〜９時 30分

●料金

●注意
①特定健診・後期高齢者健診：医療保険証
と保険者から発行された受診券を持参
してください。

②特定健診の料金（※）：受診表に記載さ
れた金額となります。

③健康診査：保険証などがなくても受診で
きます。

③肝炎ウイルス検診：40 歳のかた、今ま
でに受けたことのないかたが対象です。

全血（400ml、200ml）

＊ライオンズクラブからもご協力いただき
ます。

健康づくりのための体操教室です｡ メタ
ボリックシンドローム予防のため、ぜひご
参加ください｡
●日時 ４月８日（火）、22日（火）
昼の部 午後１時 30分〜３時
夜の部 午後７時〜８時 30分

●内容 筋力アップ体操・肩こり、腰痛、
　膝痛予防解消体操ほか
●申込・問い合わせ 健康福祉課健康推進
係（☎ 86―0210）まで随時

子育て支援センター
4 月のあそび広場

　（時間 午前9時30分〜 11時30分）
【赤ちゃん広場（火曜日）】
▼会場 健康福祉センター
　８日、15日、22日

【すこやかあそび広場】
▼会場　健康福祉センター
　３日、10日、17日、24日
▼会場　鮎貝地区公民館（金曜日）
　４日、11日、18日、25日

【地区広場（月曜日）】
　７日 蚕桑地区公民館
　14日 東根地区公民館
　21日 萩野ふれあい館
　28日 蚕桑地区公民館

【午後の広場】
▼会場　健康福祉センター「希望の間」
▼時間　午後１時〜３時
　7日、14日、21日、28日

【相談日】
　個別に相談があるかたはおいでください。
▼日時　毎週火、木曜日午後１時〜４時
▼会場　健康福祉センター

※４月の園開放はお休みです。
■問い合わせ　健康福祉課
　子育て支援センター（☎86―0212）

生活相談所の相談日
これまでは毎週開催でしたが、４月か

ら第１・第３・第５週の開催となります。
４ 月 ２ 日 ㈬
４月 16 日㈬
４月 30 日㈬

弁護士相談並びに一般相談
人権相談
一般相談

▼会場：老人福祉センター
▼時間：午前 10時から午後３時まで
▼弁護士：安部　敏さん
＊弁護士相談は前日まで要予約、午後１時
35分から３時 35分まで。相談は無料。

■問い合わせ
白鷹町社会福祉協議会（☎ 86―0150）

月　日 健　診 対　象

４月９日㈬ ３カ月児 平成19年12月生まれ
９カ月児 平成19年 ６月生まれ

４月 24日㈭ ３歳児 平成16年10月１日
　〜12月10日生まれ

「結婚相談室」の開設

▼いつ　４月８日㈫午後３時〜７時
▼どこで　老人福祉センター
▼相談料　無料
＊事前に連絡があれば、相談時間など調	
整します。プライバシー厳守。

■問い合わせ
　産業振興課商工振興係（☎ 85―6136）

農業委員会のお知らせ

●４月の農業委員会総会開催日 ４月 25日㈮
●農地法関係の申請締め切り日 ４月 10日㈭
■問い合わせ
　農業委員会農地調整係（☎ 85―6128）

月　日 会　場 対象町内
25日㈮ 健康福祉センター

【女性の日】
蚕桑・十王・滝野・萩野・
浅立地区の女性

結核検診（65歳以上） 無　料
肺がん検診（40〜 64歳） 600円
健康診査（19〜 39歳） 3,000円
特定健診（40〜 74歳） ※
後期高齢者健診（75歳以上）	 無　料
胃がん検診（40〜 69歳） 1,600円
胃がん検診（70歳以上） 1,000円
大腸がん検診（全員） 800円
肝炎ウイルス（全員） 3,045円

月　日 時　間 場　所
４月25日㈮ ９:30 〜 11:30 中央公民館

13:00 〜 16:00 〃

4 月
母子健康手帳の交付

赤ちゃん健診

らくらくスマイル教室を開催しています！

広げよう、献血の輪！
愛のかたち献血にご協力ください

総合検診（４月）

日本語の通訳が必要なかたへ

各種相談

広報しらたかおしらせ版 □編集・発行 白鷹町総務政策課 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 ☎0238（85）2111 ＦＡＸ0238（85）2128 E-mail:soumuseisaku@so.town.shirataka.yamagata.jp

■問い合わせ 健康福祉課健康推進係（☎86―0210）
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